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令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日  

学術研究院医歯薬学域長裁定  

 

 （趣旨） 

第１条 この要項は，学術研究院医歯薬学域に所属する特別契約職員で教育職員相当の職

にある者（以下「特別契約職員教員」という。）に対して，特別契約職員の就業に関する

要項（平成１９年３月３０日学長裁定）第１４条の規定に基づき実施する勤務評価（以下

「勤務評価」という。）について，必要な事項を定める。 

 

 （目的） 

第２条 勤務評価は，年度ごとに特別契約職員教員の業務の実施状況，能力，勤務実績を客

観的かつ公正に評価すると共に，雇用契約の更新又は給与額を決定する際の判断基準と

するために実施する。 

 

 （勤務評価の構成） 

第３条 勤務評価は，成績評価，行動評価及び能力評価の３つの評価要素並びに勤務実績で

構成し，各評価要素ごとに評価項目を設定する。 

（１）成績評価 

担当業務の「計画性」及び「業務の成果」を評価する。 

（２）行動評価 

担当業務への取組姿勢や行動について，「協調性」，「積極性」及び「対応・言動」 

を評価する。 

（３）能力評価 

担当業務の習得・習熟能力の程度について，「理解力」及び「知識・技能」を評価 

する。 

（４）勤務実績 

評価期間中の勤務実績を評価する。 

 

 （評価者） 

第４条 評価者は，被評価者の直属の教授等で，被評価者の業務を管理し，指揮命令する者

とする。 

 

 （評価期間及び評価時期） 

第５条 勤務評価は年度単位とし，評価時期は４月から当該年度の１月までを評価期間と



し，中間評価は８月までを対象として９月に，最終評価は２月に実施する。 

なお，中途採用若しくは育児休業，介護休業又は年次有給休暇以外の休暇により評価期

間中の勤務期間が４ヶ月に満たない者は，当該期間における勤務評価は行わず，翌年度の

１月までを評価期間として勤務評価を実施する。 

また，前年度の最終評価を経て雇用契約が更新された者については，前年度の評価期間

から外れた勤務期間を評価期間に加えることができる。 

 

 （評価方法） 

第６条 勤務評価は，評価者と被評価者が面談の上，実施する。 

勤務評価を実施するに当たり，評価者が必要と認めるときは，被評価者の勤務実態をよ

く知る直属の上司等の意見を聴き，参考とすることができる。 

２ 被評価者は，評価者から命ぜられた担当業務を５項目以内に整理し，別に定める特別契

約職員教員勤務評価調書（以下「評価調書」という。）に記載した上で，中間評価時及び

最終評価時に，それぞれ担当業務の中間実施状況，最終実施状況を評価調書に記載し，評

価者に提出する。 

３ 評価者は，中間評価時及び最終評価時に，評価調書に基づき被評価者の業務の実施状況

について確認し，それぞれの評価項目について，５段階（「Ａ」（優れている），「Ｂ」（良

好），「Ｃ」（普通），「Ｄ」（要改善），「Ｅ」（劣っている））による評価を絶対評価で行い，

「Ｄ」（要改善）又は「Ｅ」（劣っている）となった項目については，次回の評価までに被

評価者に対して，改善に向けて適切な指導を行わなければならない。 

なお，中途採用若しくは育児休業，介護休業又は年次有給休暇以外の休暇により，評価

期間中の勤務期間が１月に満たない者については，中間評価を省略することができる。 

４ 評価者は，期間の定めのある特別契約職員教員の評価にあたり，中間評価時に７つの評

価項目のうち，３つ以上の項目で「Ｄ」（要改善）又は「Ｅ」（劣っている）の区分の評価

結果となった者について，同年度の最終評価時に同項目について「Ｅ」（劣っている）の

区分の評価結果となった場合の評価結果は「不可」，それ以外の者については「可」とす

る。ただし，契約期間を複数年度としている者のうち，当該契約期間の最終年度以外の評

価期間は除くものとする。なお，期間の定めのある雇用契約者のうち，有期雇用契約満了

日が３月３１日以外の者の更新判定の時期は次のとおりとする。 

(ｱ) 有期雇用契約満了日が４月１日から９月２９日の者については，有期雇用契約満了

日の属する年度の前年度の中間評価及び最終評価を更新判定の時期とする。 

(ｲ) 有期雇用契約満了日が９月３０日から１０月３０日の者については，前条の規定に

かかわらず，中間評価は７月までのものを対象として８月に実施し，当該中間評価及び

有期雇用契約満了日の属する年度の前年度の最終評価を更新判定の時期とする。 

(ｳ) 有期雇用契約満了日が１０月３１日から３月３０日までの者については，有期雇用

契約満了日の属する年度の中間評価及び前年度の最終評価を更新判定の時期とする。 



また，年度の途中での採用者等で，採用年度に実施する評価が最終評価のみの者，又は

未実施の者の更新についてはこの限りではない。 

５ 評価者は，無期雇用契約者の評価にあたり，中間評価時に７つの評価項目のうち，３つ

以上の項目で「Ｄ」（要改善）又は「Ｅ」（劣っている）の 区分の評価結果となった者に

ついて，同年度の最終評価時に同項目について「Ｅ」（劣っている）の区分の評価結果と

なった場合，国立大学法人岡山大学契約職員就業規則（平成１６年岡大規則第１３号。以

下「規則」という。）第９条第１号の適用について判断を行うものとする。 

６ 期間の定めのある雇用契約者のうち，契約期間が複数年度の職員の評価期間中の勤務

実績が，欠勤により８割に満たない者については，特別な事情がある場合を除き「不可」

とすることができる。また，無期雇用契約者については規則第９条第１号の適用について

判断を行うことができるものとする。この場合の特別な事情とは，被評価者の欠勤の理由

にやむを得ない事情があり，かつ，今後，改善される見込みがあると評価者が判断できる

ものに限る。 

７ 評価者は，最終評価結果を，大学院医歯薬学総合研究科等総務課長又は薬学系事務室長

（以下「人事担当課長」という。）に報告する。 

 

 （評価結果の通知等） 

第７条 評価者は，評価結果を被評価者に対して次の方法により通知する。 

（１）評価結果が「可」となった者 

期間の定めのある雇用契約者については更新後の契約期間，改定後の給与額が記

載された労働条件通知書を人事担当課長が交付する。 

（２）期間の定めのある雇用契約者のうち，任期満了時における評価結果が「不可」とな

った者 

評価結果の通知は，評価年度の２月末までに行うものとし，雇止め予告通知書を人

事担当課長が交付する。 

なお，被評価者が希望するときは，評価項目毎の評価結果を被評価者に開示する。

この場合，規則第６条第２項に定める更新しない理由について証明書が交付された

ものとみなす。 

 

 （苦情の提起） 

第８条 被評価者は，評価結果について異議又は不服があるときは，苦情処理委員会に提起

することができる。 

 

（評価結果の取扱い） 

第９条 評価結果は，国立大学法人岡山大学の保有する個人情報の適切な管理に関する規

程（平成１７年岡大規程第１０号）第２条第１項に規定する個人情報として取り扱い，本



人以外には公表しない。 

 

 （その他） 

第１０条 各学系等において，特別契約職員教員の勤務の実態等から本要項に基づく評価

を実施することが適切でないと判断する場合は，実施方法，対象者の範囲等について，各

学系会議等の議を経て，本要項に基づく評価に替えて独自の評価を実施することができ

る。 

 

第１１条 この要項に定めるもののほか，評価に関して必要な事項は，別に定める。 

 

   附 則 

１ この要項は，令和３年４月１日から施行する。 

２ 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科特別契約職員教員の勤務評価に関する要項（平成

２９年１０月４日大学院医歯薬学総合研究科長裁定）は，廃止する。 

 


